
　

　　新年あけましておめでとうございます。
　昨年もみなさまの尊いお祈りとご支援に支えられ、
　宣教師としての働きと生活を続けることができました。
　みなさまへの心からの感謝とともに、主なる神をあがめ
　賛美申し上げます。本年も宜しくお願い申し上げます。

　　昨年12月から1月末にかけては一時帰国の機会が与え
　られ、日本の諸教会を巡回訪問させていただきました。
　行く先々で温かいおもてなしをいただき、12年間にわた
　るブラジル宣教の恵みを分かち合い、第四期の派遣に向
　けた良き備えの時となりました。同盟基督教団の中国・
　四国宣教区と東海東宣教区を中心に、その他交友のある
　教会も含めて25の教会での集会や交わりを持たせていた
　だくことができました。
　
　　コロナ禍で帰国を妨げられていた妻子にとっては、8
　年ぶりとなる日本でした。久しぶりの家族や友人たちと
　の再会は、時間を忘れるほどに喜びと慰めに満ちたもの
　でした。諸教会の兄弟姉妹との礼拝や交わりの中にも聖
　霊の豊かな臨在と励ましを覚え、祈りの友がさらに与え
　られる幸いな時となりました。

　　1月13日には、浜名湖バイブルキャンプ場における聖
　会の中で「派遣式」を行なっていただき、教団の先生方　
　が私たち家族に手を置いて祈ってくださいました。集わ
　れた100名ほどの東海宣教区のみなさまも心を一つにし
　て祈ってくださり、ささげてくださいました。初代教会
　がバルナバとパウロを聖別して世界宣教に派遣した当時　
　を心に思い描きながら胸が熱くなりました。
「そこで彼らは断食して祈り、二人の上に手を置いてから
　送り出した。二人は聖霊によって送り出され…」（使徒
　の働き13:3-4）とある通りに、私たちも聖霊の新たな息
　吹を受けて、聖霊によって送り出されたとの思いをいた
　だくことができました。

　　今回、一時帰国の際には、家族の滞在場所として豊橋
　ホサナキリスト教会が教育館を提供してくださり、家族
　でゆっくり生活することができました。また浜松中沢教
　会も数日の宿泊とともに、一ヶ月にわたり教会車を貸し
　てくださり、家族で自由に動ける恵みをいただきまし
　た。その他、多くの方々から温かいおもてなしや祈りの
　励ましをいただきました。改めてこの紙面をお借りして
　心からの感謝を申し上げます。ブラジルの地より日本の
　みなさまの祝福をお祈りしています。

　昨年2024年のみなさまの尊いおささげものを心から感
謝申し上げます。予算410万円に対して約351万円のご支
援をいただき誠に有難うございました。（達成率85.7%）
2025年1月末よりブラジルでの第四期（4年間）の働きが
始まりました。引き続き熱いお祈りをお願い致します。み
なさまの祝福をも心からお祈り申し上げます。
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・ブラジリア教会が御霊によってさらに前進するように。
・今期から新体制でスタートする日本語学校のために。
・ヴァルゼンボニータの日系家族の救いと祝福のために。
・新学年を迎えた子どもたちの学びと成長のために。
・日々、みことばと御霊に満たされて主を喜び、キリスト
　の愛と香りを放っていけますように。
　

2024年 9-12月　献金のご報告と感謝
＊9月は9/24-30分                            

   　　                  (9/24-12月分)　　　     (1-12月分)　
          指定献金:    810,400 円       （累計:   2,473,730 円）　　  　 
          現地支援:    283,950 円       （累計:   1,041,650 円）            
            合   計:   1,094,350 円      （累計: 3,515,380 円）            　  

「聖霊によって送り出され」

近況と祈りのお願い

2025年　献金目標額：390万円
（「浜田宣教師指定」280万円＋現地支援110万円）

実家で迎えた
お正月

浜名湖キャンプ場
でのフットサル大会

豊橋ホサナキリスト教会を
出発する朝

成田空港でのお別れ


